
 今年の冬は滋賀県の南部でまだ積雪がありませんが、２月に入ると強い寒気が北から流れ込んで、野洲でも

少し雪が降るかもしれませんね。低温と空気の乾燥で、インフルエンザを含めた呼吸器系の疾患がまだ流行

し、体調を崩される方が多いようですので、皆様、体調管理にお気をつけください。当院ではご来院の際に、

マスクの着用、手指のアルコール消毒、玄関での体温測定にご協力頂きまして、誠にありがとうございます。

先月 23 日、院外での仕事が１日で３つある大忙しの日となりました。最初は、午前９時から 10 時半ま

で、守山にある滋賀県立総合保健専門学校歯科衛生学科の 40名弱の学生に対して、３月２日に行われる歯科

衛生士国家試験対策の講義を行いました。これまで約 20年間、同専門学校の歯科補綴学（入れ歯やかぶせ、

嚙み合わせに関する治療内容）の講義と国試対策の講義を担当しています。今回の国試対策の講義では、最近

注目されている口腔機能低下症（特に高齢者の方に認められる、食べる、話す、呼吸する、表情をつくるとい

った口腔機能の低下症）の診断方法を含めた内容となりました。卒業生が国家試験に合格後、春から県内の歯

科医院などで活躍されることを毎年願っています。これまでの当院のスタッフも、同校の卒業生が多いです。 

その後、２番目の仕事として、昼１時半から３時過ぎまで、野洲市健康福祉センターでの乳幼児健診（３歳

半健診）の健診業務を行いました。３歳半頃の幼児の歯並びは、乳歯の全ての上下合計 20本が生え揃った状

態にあります。最近では、むし歯はまず認められないのですが、指すいで前歯の歯並びに影響がある症例、お

口をポカンと開けて口呼吸になり口唇が乾燥している症例、舌で前歯を押し出す癖がある症例などが認められ

ますので、幼児を対象とした、（口唇と舌を鍛える内容の）口腔機能に関わる指導をさせて頂きました。 

その後、３番目の仕事として、午後３時半から４時半まで、滋賀県立野洲養護学校の学校保健委員会に、学

校歯科医として出席しました。「生活習慣を見直そう～体重管理について～」という内容で協議がありました

ので、「一口で食べる量を少なくして、一口で約 30 回を目安に時間をかけてよく噛むと、トータルで食べる

量が多くなり過ぎず BMIも下がる傾向にある」と、咀嚼という口腔機能に関わる内容をご提案しました。 
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